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統
計
の
集
約
か
ら
見
え
る
、

資
料
提
供
の
基
盤
変
化
と
、

保
存
事
情
の
切
迫
さ 

 

 

私
達
は
、
公
共
図
書
館
の
基

本
的
な
役
割
は
利
用
者
が
求
め

た
資
料
を
確
実
に
提
供
す
る
こ

と
だ
と
考
え
ま
す
。
そ
の
実
現

（
当
り
前
の
日
常
）
の
た
め
に

は
、
資
料
費
が
確
保
さ
れ
て
い

る
か
、
適
切
な
選
書
が
さ
れ
て

い
る
か
、
蔵
書
が
き
ち
ん
と
保

存
さ
れ
て
い
る
か
、
有
能
な
職

員
集
団
が
あ
る
か
な
ど
、
い
ろ

ん
な
基
礎
条
件
が
あ
り
ま
す
。 

 

そ
の
上
で
〈
資
料
提
供
〉
と
い

う
関
心
か
ら
見
て
、
昨
今
の
図

書
館
事
情
の
一
端
が
は
っ
き
り

見
え
る
統
計
が
集
約
で
き
た
の

で
紹
介
し
ま
す
。
個
々
の
図
書

館
で
は
な
く
多
摩
の
図
書
館
全

体
の
年
単
位
の
統
計
の
積
み
上

げ
か
ら
ざ
っ
く
り
得
ら
れ
た
見

取
り
図
で
す
。 

 

１
「
都
立
か
ら
借
り
て
提
供
」
か

ら
「
相
互
貸
借
」
へ
と
実
質
は

大
き
く
変
わ
っ
て
い
る 

 

職
員
は
、
未
所
蔵
の
資
料
を

利
用
者
か
ら
請
求
さ
れ
、
他
の

図
書
館
か
ら
借
り
て
提
供
す
る

時
に
は
、
①
都
立
図
書
館
の
蔵

書
、
②
多
摩
の
市
町
村
の
蔵
書
、

③
区
部
の
蔵
書
、
④
他
県
や
国

立
国
会
図
書
館
の
蔵
書
の
順
で

検
索
し
、
あ
れ
ば
そ
こ
に
借
用

依
頼
を
し
ま
す
。
こ
の
手
順
は

４０
年
ぐ
ら
い
変
わ
っ
て
い
ま
せ

ん
。
都
立
図
書
館
か
ら
は
週
に

一
度
は
協
力
車
が
巡
回
す
る
の

で
、
①
②
③
の
範
囲
に
あ
れ
ば 

                     

 

配
達
費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

都
立
図
書
館
が
所
蔵
し
て
貸
し

て
く
れ
る
な
ら
、
利
用
者
に
早

く
提
供
で
き
ま
す
。 

 

資
料
調
達
（
借
用
）
先
は
、「
東

京
都
公
立
図
書
館
調
査
」
で
動

向
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

各
図
書
館
は
毎
年
度
、
都
立
図

書
館
の
調
査
に
答
え
ま
す
が
、

全
体
を
集
約
し
、
毎
年
度
を
並

べ
る
と
何
が
見
え
る
の
か
？
そ

れ
を
調
べ
ま
し
た
。 

図
１
は
、
過
去
２５
年
分
の
集

約
か
ら
言
え
る
こ
と
で
す
。
２

０
０
０
年
度
に
は
多
摩
の
市
町

村
の
図
書
館
は
都
立
図
書
館
か

ら
８
．
５
万
冊
の
資
料
を
借
り

た
が
、
２
０
２
４
年
度
で
は
４
．

９
万
冊
に
半
減
し
ま
し
た
。
一

方
で
、
市
町
村
間
で
や
り
く
り

し
た
の
は
２
．
５
万
冊
か
ら
７
．

９
万
冊
と
３
倍
以
上
に
伸
び
て

い
ま
す
（
他
に
区
部
か
ら
の
借

用
が
１
．
１
万
冊
あ
る
）。 

つ
ま
り
最
初
に
調
べ
る
都
立

図
書
館
で
は
未
所
蔵
や
禁
帯
出

で
借
り
ら
れ
ず
、
市
町
村
同
士

多
摩
デ
ポ
通
信 

第
７３

号 

特
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非
営
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で
貸
借
し
て
利
用
者
に
提
供
し

た
（
で
き
た
）
。
都
立
図
書
館
の

資
料
費
は
３
億
円
台
が
続
い
て

い
ま
す
が
、
利
用
者
の
た
め
借

用
す
る
の
に
は
あ
ま
り
使
え
な

く
な
っ
て
い
る
。
だ
が
、
市
町
村

同
士
の
貸
借
で
そ
れ
な
り
に
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。 

気
が
か
り
な
の
が
、
ど
こ
か

ら
も
借
り
ら
れ
ず
〈
請
求
者
に

提
供
で
き
ず
〉
と
な
る
比
率
で

す
が
、
実
態
は
に
わ
か
に
コ
メ

ン
ト
で
き
ま
せ
ん
。
と
も
か
く

市
町
村
の
支
え
合
い
の
重
要
性

が
見
え
て
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 

 

２
購
入
数
と
除
籍
数
の
逆
転 

 
 
―

各
館
の
書
庫
で
の
保
存
の

先
を
ど
う
す
る
の
か
ー 

 

図
２
は
、
『
日
本
の
図
書
館
』

（
日
本
図
書
館
協
会
刊
）
か
ら

作
っ
た
表
で
、
多
摩
市
町
村
の

図
書
館
全
体
の
毎
年
度
の
除
籍

と
購
入
の
変
化
を
見
ま
し
た
。

折
れ
線
は
購
入
冊
数
、
タ
テ
の

棒
は
除
籍
冊
数
で
す
。 

最
近
は
資
料
費
は
減
額
傾
向

で
購
入
冊
数
も
減
っ
て
き
て
い

ま
す
が
、
除
籍
冊
数
は
減
ら
ず
、 

                        

増
え
て
さ
え
い
ま
す
。
こ
こ
数

年
は
購
入
よ
り
除
籍
が
多
い
！
。

こ
れ
は
、
全
自
治
体
で
書
庫
が 

溢
れ
始
め 

て
い
る
こ 

と
を
示
し 

て
い
る
の 

で
し
ょ
う 

か
？ 

 

市
町
村 

図
書
館
は 

資
料
提
供 

の
た
め
、 

共
同
保
存 

に
努
め
て 

き
ま
し
た
。 

改
め
て
今
、 

東
京
都
を 

巻
き
込
ん 

だ
次
の
打 

開
策
が
必 

要
だ
と
思 

え
ま
す
。 

ど
う
で 

 
 
 
 
 
 
 
 

し
ょ
う
？ 

  

  

▲
第
３
回
多
摩
地
域
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ア
ン
講
座
の
進
行
状
況 

応
募
は
５
名
だ
っ
た
が
、
９
月

か
ら
１１
の
講
義
を
学
ん
だ
。
締
切

に
は
全
員
が
課
題
を
提
出
し
た
。

現
在
は
、
〈
図
書
館
で
実
現
し
た

い
事
業
企
画
を
考
え
、
練
り
あ
げ

て
発
表
〉
の
準
備
中
。
創
意
工
夫

の
あ
る
案
が
出
さ
れ
、
楽
し
ん
で

勉
強
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
？
１
月
後
半
に
追
加
講
義
と

企
画
発
表
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。 

 ▲
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｓ
一
括
処
理

シ
ス
テ
ム
の
利
用
申
請
は
、
今
年

８
月
に
１５
自
治
体
（
多
摩
地
域
の

半
数
）
に
達
し
た
。
こ
れ
を
使
い
、

（
希
少
タ
イ
ト
ル
は
残
し
つ
つ
）

除
籍
を
進
め
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学

び
、
経
験
を
共
有
す
る
た
め
の
実

践
講
座
を
企
画
中
。 

 

▲
３
月
に
実
施
し
た
「
退
職
間
近

の
図
書
館
長
の
お
話
を
聞
く
会
」

を
今
年
度
も
実
施
し
よ
う
と
、
相

談
、
準
備
中
。 

 

多
摩
デ
ポ
の
近
況 

棒グラフ 折線グラフ 
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大
原
社
会
問
題
研
究
所
は
、

社
会
労
働
問
題
の
研
究
機
関
で

あ
り
、
利
用
資
格
を
問
わ
な
い

専
門
図
書
館
、
資
料
館
、
文
献
情

報
セ
ン
タ
ー
で
す
。
１
９
１
９

（
大
正
８
）
年
に
創
設
さ
れ
た
、

社
会
科
学
分
野
で
は
最
も
古
い

民
間
研
究
機
関
で
す
。
大
原
氏

の
援
助
を
離
れ
、
戦
後
に
法
政

大
学
の
付
属
機
関
に
な
り
ま
し

た
。
貴
重
な
図
書
や
文
献
、
現
物

資
料
も
多
く
あ
り
ま
す
。 

 

環
境
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
は
２
０

０
８
（
平
成
２０
）
年
に
活
動
を

始
め
ま
し
た
。
薬
害
、
震
災
、
原

発
、
環
境
問
題
な
ど
の
記
録
文

書
、
映
像
資
料
、
さ
ま
ざ
ま
な
市

民
活
動
資
料
な
ど
が
保
存
、
整

理
、
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
く

は
研
究
者
や
行
政
機
関
、
市
民

団
体
な
ど
が
収
集
し
活
用
し
て

い
た
も
の
が
寄
贈
さ
れ
た
資
料

で
す
。
東
日
本
大
震
災
後
に
は
、

震
災
、
原
発
関
係
の
文
書
が
増

え
ま
し
た
。 

両
施
設
は
、
い
ろ
い
ろ
な
世

代
の
方
が
そ
れ
ぞ
れ
の
関
心
で

見
学
で
き
る
と
思
い
ま
す
。 

注
目
し
た
い
一
つ
が
、
か
つ

て
立
川
市
に
あ
っ
た
東
京
都
立

社
会
教
育
会
館
の
市
民
活
動
サ 

         
 
 

              

ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
が
集
め
て
い

た
１
９
８
０
～
２
０
０
０
年
代

初
め
ま
で
の
市
民
活
動
資
料
群

（
段
ボ
ー
ル
で
五
百
五
十
箱
） 

 

で
す
。
多
摩
地
域
の
近
過
去

の
住
民
活
動
の
記
録
文
書
で
、

例
え
ば
今
後
、
自
治
体
の
現

代
史
編
纂
の
時
に
は
、
ま
ず

参
照
す
る
よ
う
な
ア
ー
カ
イ

ブ
に
な
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。 

 
 

ど
ん
な
資
料
が
あ
る
か
詳 

細
は
Ｈ
Ｐ
を
見
て
く
だ
さ
い
。 

八
王
子
か
ら
町
田
に
連
な
る 

丘
陵
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る 

施
設
を
見
学
し
ま
す
。 

 

な
お
（
別
件
で
す
が
）
多
く 

 

の
私
立
大
学
図
書
館
は
市
民 

の
利
用
を
認
め
始
め
て
お
り
、 

地
域
限
定
だ
っ
た
り
し
ま
す 

が
、
登
録
し
て
館
内
利
用
や 

貸
出
し
が
う
け
ら
れ
る
よ
う 

に
な
っ
て
い
ま
す
。
大
学
図 

書
館
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
た 

ら
い
か
が 

で
し
ょ
う
？ 

 

      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

年
末
の
１２
月
１３
日
に(

公
財)

た
ま
し
ん
地
域
文
化
財
団
主
催

で
、
『
多
摩
の
あ
ゆ
み
』
創
刊
５０

周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開

催
さ
れ
、
報
告
者
の
一
人
と
し
て

参
加
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
話
し
た

内
容
を
お
伝
え
し
ま
す
。 

 

『
多
摩
の
あ
ゆ
み
』
は
１
９
７

５
年
１１
月
に
創
刊
さ
れ
、「
茶
の

間
の
郷
土
史
」
と
し
て
通
巻
２
０

０
号
、
素
晴
ら
し
い
実
績
を
積
み

上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
の
末

永
く
続
け
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。 

 

「
多
摩
の
ア
ー
カ
イ
ブ
を
見
つ

め
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
地
域
の
博

物
館
、
市
史
編
さ
ん
や
史
料
調
査

関
係
の
方
な
ど
も
報
告
さ
れ
る

会
で
、
「
多
摩
地
域
の
図
書
館
の

こ
れ
ま
で
の
歩
み
と
こ
れ
か
ら
」

第 46回多摩デポ講座／見学会 

「大原社会問題研究所」と「環境アーカイブズ」 
                 法政大学社会学部校舎内 
 

 日時：2026 年 2 月 2 日（月） 午後 2 時～4 時 

 集合：午後 1 時 50 分 法政大学多摩キャンパス バス停前 
 

 経路：JR 西八王子駅南口、京王めじろ台駅、JR 相原駅西口に 

   大学行バスあり。午後 1 時 30 分前には乗車してください。 

 定員：15 名程度 申込：1 月 28 日（木）までに多摩デポに 

 

 

 

 

 

「
多
摩
の
あ
ゆ
み
」
創
刊
５０

周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

参
加
し
て 

 

 
 
 
 

座
間
直
壯(

理
事
長)
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と
い
う
題
で
約
３０
分
、
私
は
図
書

館
の
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。 

 

◇
は
じ
め
に 

  

最
初
に
多
摩
地
域
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
い
。
多
摩
地
域
の
人

口
は
、
全
国
の
県
別
人
口
の
中
に

入
れ
て
み
る
と
９
番
目
で
、
静
岡

県
の
人
口
よ
り
多
い
。 

 

図
書
館
の
数
で
み
る
と
、
全
国

で
は
３
３
０
０
の
図
書
館
が
あ

る
が
、
多
摩
地
域
は
大
阪
府
に
次

い
で
第
５
位
と
な
る
。
面
積
的
に

は
小
さ
い
地
域
だ
が
、
全
国
ベ
ス

ト
５
に
入
る
図
書
館
が
身
近
に

あ
る
地
域
と
い
っ
て
よ
い
。 

で
は
、
こ
の
よ
う
に
な
っ
た
経

過
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。 

 

◇
黎
明
期
の
多
摩
地
域
の
図
書
館

活
動 

 

１
９
６
３
年
『
中
小
都
市
に
お

け
る
公
共
図
書
館
の
運
営
』(

通

称
：
中
小
レ
ポ
ー
ト)

と
い
う
報

告
書
が
で
た
。
多
摩
地
域
の
図
書

館
は
、
何
と
い
っ
て
も
こ
の
中
小

レ
ポ
ー
ト
が
出
発
点
と
言
っ
て

良
い
と
思
う
。
そ
の
内
容
は
画
期

的
な
も
の
で
、
「
公
共
図
書
館
の

本
質
的
機
能
は
資
料
を
求
め
る

あ
ら
ゆ
る
人
々
や
グ
ル
ー
プ
に

対
し
、
効
果
的
に
か
つ
無
料
で
資

料
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
住
民

の
資
料
要
求
を
増
大
さ
せ
る
の

が
目
的
で
あ
る
」
と
公
共
図
書
館

の
本
質
的
な
機
能
を
明
確
に
示

し
た
。 

図
書
館
の
運
営
に
つ
い
て
は

司
書
と
い
う
専
門
職
の
重
要
性

に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
る
。 

こ
の
レ
ポ
ー
ト
が
出
る
前
の

多
摩
地
域
の
図
書
館
の
状
況
を

見
て
み
る
と
、
１
９
５
０
年
代
以

前
に
図
書
館
が
あ
っ
た
自
治
体

は
、
僅
か
３
自
治
体
。
武
蔵
野
市
、

奥
多
摩
町
、
町
田
市
で
あ
っ
た
。

１
９
６
０
年
代
に
入
っ
て
、
府
中

市
、
三
鷹
市
、
小
金
井
市
、
日
野

市
、
調
布
市
の
５
市
に
図
書
館
が

設
置
さ
れ
た
。 

 

１
９
５
０
年
に
図
書
館
法
が

施
行
さ
れ
た
が
、
施
行
後
の
１０
年

間
は
図
書
館
周
辺
で
大
き
な
動

き
は
な
か
っ
た
。 

日
本
図
書
館
協
会
で
は
文
部

省
の
国
庫
補
助
を
う
け
、
１
９
６

０
年
に
中
小
公
共
図
書
館
運
営

基
準
委
員
会
を
設
置
し
た
。
そ
こ

で
３
年
計
画
で
全
国
４５
の
図
書

館
の
実
態
を
調
査
し
、
１
９
６
３

年
に
、
報
告
書
（
中
小
レ
ポ
ー
ト
）

が
出
来
上
が
っ
た
。
報
告
書
の
は

し
が
き
に
は
、
報
告
書
の
使
い
方

が
具
体
的
に
示
さ
れ
、
報
告
書
の

目
的
、
報
告
書
の
組
み
立
て
、
実 

際
の
図
書
館
業
務
へ
の
適
用
、
図

書
館
新
設
の
場
合
の
適
用
な
ど

が
詳
細
に
示
さ
れ
た
。 

こ
れ
ら
の
内
容
は
、
そ
の
後
１

９
６
５
年
に
設
置
さ
れ
た
日
野

市
立
図
書
館
の
活
動
に
よ
っ
て

検
証
さ
れ
、
全
国
か
ら
注
目
を
集

め
、
戦
後
の
図
書
館
活
動
の
一
つ

の
原
点
を
作
り
上
げ
た
。 

当
時
の
多
摩
地
域
の
状
況
は

と
い
う
と
、
１７
市
１５
町
村
の
な

か
で
図
書
館
を
持
つ
自
治
体
は

７
市
１
町
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
こ

の
報
告
書
を
期
に
、
こ
れ
ら
の
図

書
館
が
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
を
持

っ
て
活
動
を
は
じ
め
た
。
中
で
も

日
野
市(
移
動
図
書
館)

、
町
田
市

(

リ
ヤ
カ
ー
を
引
い
て
の
配
本
活

動)

、
府
中
市(

図
書
館
友
の
会
な

ど)

、
調
布
市(

地
域
読
書
会
や
分

館
網)

の
４
市
は
そ
の
活
動
が
際

立
っ
て
い
た
。 

こ
の
時
代
の
も
う
一
つ
の
特

徴
と
し
て
地
域
文
庫
の
活
動
が

注
目
さ
れ
る
。 

「
ど
の
子
に
も
良
い
本
を
」

「
ど
の
子
に
も
読
書
の
よ
ろ
こ

び
を
」
子
ど
も
は
本
が
好
き
」
と

い
う
考
え
の
も
と
、
市
民
活
動
と

し
て
多
摩
地
域
の
随
所
で
文
庫

活
動
が
巻
き
起
こ
っ
た
。
例
え
ば
、

国
立
市
や
小
平
市
の
図
書
館
設

置
運
動
、
秋
川
市(

現
あ
き
る
野

市)

や
保
谷
市(

現
西
東
京
市)

の

親
子
読
書
会
、
東
久
留
米
市
、
三

鷹
市
、
東
村
山
市
、
調
布
市
な
ど
。 

子
ど
も
た
ち
の
身
近
な
読
書

環
境
を
良
く
し
よ
う
と
い
う
市

民
運
動
が
行
政
を
動
か
し
、
図
書

館
設
置
運
動
が
盛
ん
に
な
っ
て

い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

     

 
 

 



5 

 

◇
発
芽
期
か
ら
成
長
期
へ
の
多
摩

地
域
の
図
書
館
活
動 

 

１
９
７
０
年
に
は
、
『
市
民
の

図
書
館
』
が
日
本
図
書
館
協
会
か

ら
発
刊
さ
れ
た
。 

こ
こ
で
は
、
公
共
図
書
館
の
基

本
的
機
能
は
、
「
資
料
を
求
め
る

あ
ら
ゆ
る
人
々
に
資
料
を
提
供

す
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
。
そ
し
て
、

国
民
の
知
的
自
由
を
支
え
、
知
識

と
教
養
を
社
会
的
に
保
証
す
る

機
関
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
示

し
た
。 

第
２
章
で
は
「
い
ま
、
市
立
図

書
館
は
何
を
す
べ
き
か
」
に
お
い

て
、
サ
ー
ビ
ス
の
重
点
と
し
て
３

つ
の
重
点
目
標
を
示
し
て
い
る
。

（
１
）
市
民
の
求
め
る
図
書
を
自

由
に
気
軽
に
貸
出
す
こ
と
。（
２
）

児
童
の
読
書
要
求
に
こ
た
え
、
徹

底
し
て
児
童
に
サ
ー
ビ
ス
す
る

こ
と
。（
３
）
あ
ら
ゆ
る
人
々
に
図

書
を
貸
出
し
、
図
書
館
を
市
民
の

身
近
に
置
く
た
め
に
、
全
域
サ
ー

ビ
ス
網
を
は
り
め
ぐ
ら
す
こ
と
。

と
し
て
い
る
。 

 

最
終
章
で
は
奉
仕
計
画
に
つ

い
て
述
べ
て
い
る
。
計
画
の
方
向

や
計
画
の
た
て
方
な
ど
に
つ
い

て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
準
備

が
必
要
か
、
計
画
作
成
に
当
た
っ

て
は
職
員
全
体
が
参
加
し
て
つ

く
る
こ
と
と
、
成
文
化
し
て
全
員

が
共
有
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
述
べ
て
い
る
。 

 

東
京
都
の
図
書
館
政
策
が
動

き
始
め
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ

る
。
１
９
６
９
年
に
図
書
館
政
策

樹
立
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
が
組
織
さ
れ
、
翌
１
９
７

０
年
４
月
に
は
「
図
書
館
政
策
の

課
題
と
対
策
」
を
公
表
し
、
図
書

館
振
興
政
策
が
具
体
的
に
実
施

さ
れ
た
。
１
９
７
１
年
度
か
ら
多

摩
地
域
の
市
町
村
が
図
書
館
を

建
設
す
る
場
合
に
は
、
東
京
都
が

建
設
費
の
２
分
の
１
を
、
図
書
購

入
費
に
つ
い
て
は
３
年
に
わ
た

り
そ
の
２
分
の
１
を
補
助
す
る

と
い
う
も
の
だ
っ
た
。 

こ
の
振
興
政
策
は
、
多
摩
の
各

自
治
体
の
市
民
に
よ
る
図
書
館

建
設
運
動
と
も
嚙
み
合
っ
て
、
図

書
館
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
が
始
ま
っ

た
。
補
助
金
が
出
て
い
た
５
年
間

に
３１
の
図
書
館
が
建
設
補
助
を

受
け
て
建
設
さ
れ
た
。 

そ
の
後
、
都
の
財
政
事
情
の
悪

化
で
補
助
金
は
打
ち
切
ら
れ
た
。

し
か
し
各
自
治
体
の
図
書
館
建

設
計
画
は
そ
の
後
も
進
展
し
、
２

０
０
０
年
度
ま
で
に
は
檜
原
村

を
除
く
す
べ
て
の
市
町
に
図
書

館
が
設
置
さ
れ
、
多
く
の
自
治
体

は
図
書
館
建
設
や
分
館
網
の
整

備
を
す
す
め
た
。 

『
中
小
レ
ポ
ー
ト
』
や
『
市
民

の
図
書
館
』
に
記
さ
れ
て
い
る
、

人
々
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
求
め

る
サ
ー
ビ
ス
を
積
極
的
に
展
開

し
、
分
館
を
支
え
る
中
央
図
書
館

も
次
々
に
建
設
さ
れ
、
地
域
に
お

け
る
図
書
館
網
の
整
備
が
着
実

に
歩
み
を
進
め
た
。 

２
０
０
７
年
に
は
檜
原
村
に

も
図
書
館
が
設
置
さ
れ
多
摩
地

域
の
図
書
館
設
置
率
は
１
０

０
％
と
な
っ
た
。 

      

◇
こ
れ
か
ら
の
図
書
館
に
求
め
ら

れ
て
い
る
も
の 

  

課
題
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の

サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
は
勿
論
だ
が
、

最
新
技
術
を
駆
使
し
た
新
し
い

サ
ー
ビ
ス
を
積
極
的
に
提
供
す

る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。 

特
に
重
要
な
部
分
は
地
域
資

料(

郷
土
資
料
、
行
政
資
料
、
地
域

の
情
報
な
ど)

で
あ
る
。
地
域
資

料
は
そ
の
図
書
館
が
責
任
を
持

っ
て
収
集
・
保
存
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、

印
刷
物
に
限
ら
ず
、
ネ
ッ
ト
上
の

地
域
情
報
な
ど
も
含
め
て
収
集

対
象
に
取
り
込
む
べ
き
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。 

そ
の
た
め
に
は
様
々
な
機
関

(

博
物
館
、
公
民
館
、
学
校
や
民
間

企
業)

な
ど
と
の
連
携
・
協
力
を

は
か
り
、
住
民
要
望
に
的
確
に
こ

た
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
具

体
的
に
は
、
図
書
館
が
地
域
情
報

の
ハ
ブ
的
な
機
能
を
持
ち
、
地
域

の
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
図
書
館
に

集
約
し
発
信
す
る
役
割
を
担
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
。 
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印
刷
資
料
は
勿
論
、
デ
ジ
タ
ル

デ
ー
タ
の
収
集
や
所
蔵
資
料
の

デ
ジ
タ
ル
化
に
も
積
極
的
に
取

り
組
み
、
資
料
内
容
ま
で
も
ネ
ッ

ト
で
容
易
に
見
る
こ
と
が
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
、
図
書
館

利
用
の
幅
を
広
げ
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。 

最
後
に
、
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を

支
え
る
に
は
市
民
と
の
つ
な
が

り
や
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。
市

民
と
一
体
と
な
っ
て
図
書
館
運

営
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

住
民
の
資
料
要
求
を
的
確
に

把
握
し
対
応
で
き
る
、
経
験
豊
か

な
専
門
の
図
書
館
職
員
の
安
定

配
置
が
必
要
で
あ
り
、
行
政
や
市

民
の
一
層
の
理
解
が
深
ま
る
よ

う
、
専
門
職
制
度
の
確
立
と
図
書

館
職
員
の
不
断
の
研
鑽
が
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
と
思
う
。 

 

以
上
が
私
の
話
で
す
が
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
全
体
は
、
２
０
２
６
年

５
月
末
に
発
行
予
定
の
『
多
摩
の

あ
ゆ
み
』
第
２
０
２
号
に
特
集
と

し
て
掲
載
の 

予
定
で
す
。 

     

国
立
国
会
図
書
館
（
以
下
、
Ｎ

Ｄ
Ｌ
と
略
）
で
は
国
内
出
版
物

は
納
本
制
度
に
よ
り
概
ね
収
集

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
意
外
に
収

集
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
地
域
資
料
や
自
費
出
版

物
ば
か
り
で
も
な
い
こ
と
に
は

注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

前
号
で
、
調
布
市
立
図
書
館

が
資
料
除
籍
の
際
に
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ

Ｌ
Ａ
Ｓ
を
用
い
て
多
摩
地
域
で

の
重
複
を
調
査
し
、
除
籍
の
判

断
材
料
に
す
る
。
除
籍
を
決
め

た
資
料
が
Ｎ
Ｄ
Ｌ
で
未
所
蔵
だ

っ
た
時
は
Ｎ
Ｄ
Ｌ
に
寄
贈
し
て

い
る
と
い
う
、
仕
事
の
流
れ
を

紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

 

Ｎ
Ｄ
Ｌ
の
蔵
書
タ
イ
ト
ル
を

増
や
す
こ
と
は
同
館
の
利
益
と

い
う
よ
り
全
国
の
図
書
館
の
対

応
力
の
底
上
げ
に
必
要
で
、
貴

重
な
取
組
み
だ
と
思
い
ま
す
。 

Ｎ
Ｄ
Ｌ
が
「
国
の
蔵
書
」
を
構

築
し
誰
で
も
利
用
で
き
る
よ
う

に
す
る
に
は
、
地
域
資
料
を
始

め
未
収
集
資
料
で
公
共
図
書
館

に
負
う
と
こ
ろ
は
大
き
い
と
元

副
館
長
は
書
い
て
い
ま
す
（
多

摩
デ
ポ
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
第
１７
号

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
）。 

Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｓ
を
使
っ
て

い
れ
ば
、
多
摩
地
域
内
の
重
複

と
同
時
に
Ｎ
Ｄ
Ｌ
の
未
所
蔵
も

目
に
入
っ
て
く
る
図
書
館
は
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
調
布
市
と

同
様
に
Ｎ
Ｄ
Ｌ
へ
の
寄
贈
を
行

っ
て
い
る
図
書
館
は
ど
の
く
ら

い
あ
る
で
し
ょ
う
？ 

 

 

Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｓ
で
は
Ｉ
Ｓ

Ｂ
Ｎ
が
付
与
さ
れ
た
資
料
の
調

査
が
可
能
な
の
で
す
が
、
実
は

Ｎ
Ｄ
Ｌ
の
１
９
８
０
年
代
頃
の

出
版
物
の
書
誌
に
は
Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ

未
記
載
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｓ
で
〈
Ｎ
Ｄ
Ｌ

未
所
蔵
〉
と
出
て
も
、
寄
贈
す
る

場
合
は
改
め
て
Ｎ
Ｄ
Ｌ
サ
ー
チ

を
使
っ
た
書
名
等
で
の
蔵
書
確

認
が
必
要
で
す
。
そ
の
あ
と
寄

贈
希
望
リ
ス
ト
を
作
っ
て
同
館

の
収
集
書
誌
部
に
送
り
、
受
諾

さ
れ
れ
ば
現
物
を
送
る
と
い
う

流
れ
で
、
手
間
も
時
間
も
そ
れ

な
り
に
か
か
り
ま
す
。 

 

Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｓ
で
Ｎ
Ｄ
Ｌ

が
ヒ
ッ
ト
し
な
い
資
料
を
除
籍

す
る
場
合
、
書
誌
情
報
を
教
え

て
く
れ
れ
ば
、
多
摩
デ
ポ
で
所

蔵
確
認
（
Ｎ
Ｄ
Ｌ
サ
ー
チ
の
詳

細
検
索
）
を
お
手
伝
い
す
る
こ

と
は
可
能
で
す
。
興
味
を
持
た

れ
た
館
の
お
問
い
合
わ
せ
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。 

       

国
立
国
会
図
書
館
で
は

未
所
蔵
と
い
う
資
料
を

所
蔵
し
て
い
た
ら
・・・  

★
会
の
現
勢 

 
 
 
 
 

２
０
２
５
年
１２
月
１５
日
現
在 

 

●
正
会
員 

 
 
 
 

（
個
人 

７８
名
） 

 
 
 
 

（
団
体 

２
団
体
） 

 

●
賛
助
会
員 

 
 
 
 

（
個
人 

２５
名
） 

 
 
 
 

（
団
体 

２
団
体
） 

 

●
年
会
費 

正
会
員 

五
千
円 

賛
助
会
員
一
口
二
千
円 

           

 
 


